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	夏目漱石来熊 130年記念シンポジウム
	いま

	現在をどう生きるか!
	~漱石先生から学ぶ言葉と精神~
	令和8年
	13:00-15:30
	時間
	場所
	熊本県立劇場演劇ホール
	参加者

	800名
	(入場無料)



	価値観が揺れ動く時代、「自分らしく生きるとは何か」 を問い続けた夏目漱石。 情報が氾濫し、孤独や不安を抱えやすい現代にこそ、 彼の言葉は私たちの“生き方”に新しい視点を与えてくれます。  「難しそう」と感じる方にも楽しんでいただける、 自分の生き方を見つめ直すきっかけとなるシンポジウムです。
	コーディネーター / 姜尚中氏(東京大学名誉教授・熊本県立劇場館長)
	シンポジスト / 小森陽一氏 (東京大学名誉教授・和光学園理事長・夏目漱石研究者)
	シンポジスト / 飛ヶ谷美穂子氏 (比較文学者　著書『漱石の源泉　創造への階梯』)
	プログラム
	13：00
	申し込み方法
	住所、氏名、連絡先、年齢を明記し、ハガキまたはE-mail、Google フォームでお送りください。
	◆送付・問い合わせ先  漱石文化みらい会議くまもと事務局   〒862‐0941 熊本市中央区出水 2-5-1 県立図書館気付 熊本県文化協会内  E-mail : miraikaigikumamoto@gmail.com   ☎ : 070-3630-2697 ( 土日祝日休み　10 時～ 17 時)
	申し込み期間
	令和8年8月5日（水）～令和8年8月28日（金）



